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は 

じ 

め 

に 
 

 
 

松
江
開
府
を
語
る
時
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
堀
尾
吉
晴
・
忠
氏

父
子
の
城
地
選
定
に
、
現
地
の
案
内
役
を
勤
め
た
百
姓
又
六
で
あ
る
。
又
六
は
、
開
府
に

果
た
し
た
功
績
か
ら
、
意
宇
郡
津
田
村
（
松
江
市
東
津
田
町
）
に
居
住
し
、
百
姓
な
が
ら

歴
代
の
藩
主
へ
の
御
目
見
が
許
さ
れ
、
藩
主
も
又
六
に
会
い
に
度
々
同
家
を
訪
れ
た
と
い

う
。
こ
の
又
六
家
の
ご
子
孫
の
田
中
又
六
氏
（
故
人
）
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
）

七
月
、
参
勤
交
代
時
の
雲
伯
国
境
か
ら
松
江
城
ま
で
の
路
程
を
彩
色
で
描
く
、
全
長
一
一
．

五
㍍
に
及
ぶ
「
道
程
記
」
を
含
む
「
田
中
又
六
家
文
書
」
が
、
松
江
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
な
ぜ
田
中
又
六
が
松
江
開
府
時
に
現
地
案
内
役
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
、
そ
の
功
績
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
藩
に
と
っ
て
意
識
さ
れ
続
け
た
の
か
を
、
寄
贈
さ

れ
た
家
伝
史
料
を
中
心
に
ひ
も
解
く
。 

 

一 

松
江
開
府
三
五
〇
年
、
発
見
さ
れ
た
幻
の
遺
言
書 

 

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
、
松
江
市
で
松
江
開
府
三
五
〇
年
祭
開
催
の
最
中
、
開
府
に 

       関
わ
る
新
事
実
を
知
ら
せ
る
記
事
が
『
島
根
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
十
月
二
十
六
日
付 

記
事
の
小
見
出
し
は
、「
明
る
み
に
出
た
松
江
城
築
城
の
史
実
」「
一
切
が
又
六
の
手
で
／

遺
言
書
か
ら
ナ
ゾ
解
け
る
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
っ
た
。 

「
松
江
城
開
府
三
百
五
十
年
の
祭
典
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
お
り
か
ら
、
松
江
市
の

郷
土
史
家
に
と
っ
て
い
ま
ま
で
疑
問
と
な
っ
て
い
た
二
つ
の
問
題
が
市
内
一
旧
家
の
反

古
の
中
の
遺
言
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
り
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。 

 
 

疑
問
と
な
っ
て
い
た
史
実
上
の
問
題
と
い
う
の
は 

①
松
江
城
の
藩
主
、
堀
尾
吉
晴

（
マ
マ
）

が
慶
長
五
年
に
岡
崎

（ﾏ
ﾏ

）

か
ら
出
雲
に
入
国
し
て
か
ら
慶
長
八
年
に
今
の
松
江
城
山
に
築
城

地
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
る
ま
で
の
期
間
は
、
時
間
的
に
あ
ま
り
早
す
ぎ
る
の
で
城

決
定
の
際
に
は
、
相
当
松
江
付
近
の
地
の
利
に
く
わ
し
い
も
の
が
い
て
吉
晴
に
意
見
を

具
申
す
る
か
、
あ
る
い
は
全
権
を
委
任
さ
れ
て
い
た
か
し
な
け
れ
ば
お
か
し
い
の
に
、

そ
の
人
物
な
り
当
時
の
事
情
が
は
っ
き
り
し
な
い 

②
松
平
直
政
の
こ
と
を
書
い
た

“
藩
祖
御
事
績
”
の
な
か
に
も
で
て
く
る
津
田
の
庄
（
現
在
松
江
市
津
田
町
）
田
中
又

六
、
通
称
津
田
の
又
六
と
い
う
人
物
と
そ
の
祖
先
は
松
江
の
城
主
に
と
っ
て
相
当
の
功

績
が
あ
っ
た
も
の
ら
し
く
、
堀
尾
家
、
京
極
家
の
時
代
は
も
と
よ
り
松
平
家
の
時
代
に

な
っ
て
も
代
々
又
六
を
名
乗
る
田
中
家
へ
は
城
主
が
通
り
す
が
り
に
必
ず
寄
っ
て
い
く

ほ
ど
の
家
柄
だ
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
程
代
々
の
城
主
か
ら
田
中
家
が
大
切
に
取
扱
わ
れ

松
江
開
府
の
立
役
者 

津
田
の
田
中
又
六 

―
―
松
江
城
築
城
を
め
ぐ
る
酒
と
又
六
―
― 

 

西 

島 

太 

郎 
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松
江
歴
史
館
研
究
紀
要 

第
六
号
（
二
〇
一
八
） 

る
の
か
分
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
二
点
が
松
江
城
築
城
を
中
心
と
す
る
松
江
市
場
一
番
大

き
な
疑
問
と
な
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
築
城
の
際
に
は
蓄
財
を
城
主
に
お
さ
め
て
功
を
認
め
ら
れ
の
ち
に
藩
の
御

懸
屋
（
い
ま
の
銀
行
、
藩
の
金
券
の
発
行
元
）
と
し
て
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
岡
崎
屋
の

祖
先
で
あ
る
岡
崎
屋
次
郎
右
衛
門
（
享
和
三
年
没
）
の
遺
言
書
が
傍
系
の
子
孫
で
あ
る

岡
崎
信
之
氏
（
松
江
市
竪
町
郵
便
局
長
）
の
手
で
こ
の
ほ
ど
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
の

べ
ら
れ
た
祖
先
の
事
跡
に
よ
っ
て
津
田
の
又
六
と
い
う
人
物
の
役
割
も
は
っ
き
り
し
て

き
た
。
こ
の
遺
言
書
は
岡
崎
屋
の
分
家
で
あ
る
同
氏
が
本
家
（
東
京
在
住
）
か
ら
委
任

さ
れ
て
家
財
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
反
古
と
い
っ
し
ょ
に
見
つ
け
だ
し
た
も
の

で
、
そ
れ
に
よ
る
と
堀
尾
公
が
松
江
に
入
国
し
た
こ
ろ
、
当
時
津
田
ほ
か
乃
木
、
大
庭

な
ど
橋
南
四
庄
の
頭
分
を
し
て
い
た
勢
力
家
、
津
田
の
庄
、
又
六
を
堀
尾
吉
晴
が
と
く

に
と
り
た
て
て
国
の
係
人
（
カ
カ
リ
ビ
ト
、
土
地
や
人
間
に
つ
い
て
の
顧
問
役
）
に
召

し
か
か
え
て
、
築
城
地
決
定
の
た
め
の
意
見
を
の
べ
る
最
高
責
任
者
と
し
て
使
っ
た
と

い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
後
略
）
」 

 

岡
崎
家
か
ら
見
つ
か
っ
た
反
古
紙
に
は
、
松
江
開
府
の
折
、
田
中
又
六
が
「
津
田
」「
乃

木
」「
大
庭
」
な
ど
橋
南
の
四
庄
（
一
か
所
は
不
明
）
の
「
頭
分
」
を
し
て
い
て
、
堀
尾
吉

晴
が
取
り
立
て
「
国
の
係
人
」
（
顧
問
役
）
と
し
て
、
「
築
城
地
決
定
の
た
め
の
意
見
を
の

べ
る
最
高
責
任
者
と
し
て
使
っ
た
」
と
い
う
事
が
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
現
在
、

こ
の
反
古
紙
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
執
筆
者
や
作
成
時
期
も
不
明
で
、
こ
の
記
事

の
み
で
又
六
の
立
場
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
反
古
紙
の
写
真
な
り
文
字
の
翻
刻

も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
実
は
そ
の
後
忘
れ
さ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 
 

  

 

二 

田
中
又
六
家
の
由
緒
「
意
宇
郡
東
津
田
村
又
六
家
旧
記
」 

 

 

田
中
家
文
書
の
な
か
で
、
内
容
の
最
も
古
い
史
料
が
「
意
宇
郡
東
津
田
村
又
六
家
旧
記
」

で
あ
る
。
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
二
月
に
作
成
さ
れ
た
原
本
を
、
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
六
月
に
書
写
し
た
も
の
で
、
田
中
家
が
地
租
改
正
に
あ
た
り
県
に
提
出
し
た
も
の

の
控
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
火
災
に
遭
っ
た
田
中
家
に
、
築
城
当

時
を
語
る
江
戸
初
期
の
史
料
は
な
く
、
火
災
の
四
十
一
年
後
に
同
家
が
「
意
宇
郡
東
津
田

村
旧
記
差
出
帳
」
を
藩
へ
提
出
し
た
。
こ
の
差
出
帳
に
は
松
江
城
開
府
に
ま
つ
わ
る
又
六

家
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
事
柄
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
全
文
を
翻
刻
す
る
。 

（
表
紙
）「
意
宇
郡
東
津
田
村
又
六
家
旧
記
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

覚 

私
家
之
儀
種
々
申
伝
者
御
座
候
得
共
、
証
書
等
度
々
之
火
災
ニ
焼
失
所
持
不
仕
候
、

此
度
御
改
革
之
廉
迄
殿
様
御
代
々
御
参
勤
御
帰
城
之
節
、
郡
奉
行
様
御
差
紙
ヲ
以
、

居
宅
門
前
ニ
お
ゐ
て
御
目
見
仕
候
乍
尓
、
宝
暦
十
四
申
二
月
、
東
津
田
村
旧
記
差

出
之
写
奉
懸
御
目
候
、
則
左
之
通 

一
、
私
先
祖
者
元
能
儀
郡
富
田
之
郷
ニ
罷
在
候
百
姓
ニ
而
御
座
候
、
然
処
堀
尾
山
城

守
様
御
意
ニ
入
、
松
江
へ
御
城
替
被
為
遊
候
節
、
御
城
地
御
見
立
被
為
召
連
、
土

地
之
様
子
何
角
被
為
遊
御
尋
、
御
城
御
成
就
迄
諸
御
用
被
為
仰
付
相
勤
申
上
候
処
、

御
普
請
御
成
就
後
津
田
村
ニ
居
住
被
仰
付
、
原
空
地
望
次
第
被
為
下
置
旨
奉
蒙
御

意
、
只
今
之
居
屋
敷
御
免
地
被
為
成
下
、
竹
木
等
植
立
屋
敷
仕
、
御
城
御
成
就
余

り
御
材
木
ヲ
以
、
従
御
上
居
家
御
普
請
被
為
成
下
、
其
上
御
証
文
・
御
袴
・
御
時

服
等
、
御
拝
領
物
数
々
頂
戴
仕
候
、
御
参
勤
御
帰
城
之
刻
、
於
門
前
御
目
見
被
仰

付
、
尤
水
茶
屋
寸
志
ニ
仕
来
、
且
又
御
門
出
・
御
鷹
野
・
御
馬
事
之
砌
、
毎
度
被
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為
掛
御
腰
御
懇
意
被
為
成
下
候
由 

一
、
高
真
院
様
御
代
ニ
も
、
右
ニ
不
被
為
替
御
参
勤
御
帰
城
御
門
出
、
御
鷹
野
・
御

馬
事
之
刻
、
毎
度
被
為
掛
御
腰
懇
意
奉
蒙
御
意
、
其
上
御
上
下
御
時
服
等
度
々
拝

領
仕
候 

一
、
御
代
々
殿
様
被
為
掛
御
腰
候
御
座
之
間
并
御
鷹
部
屋
之
分
、
御
代
々
御
修
覆
被

仰
付
来
り
之
処
、
御
指
図
之
旨
御
隠
居
様
御
代
々
御
修
覆
被
為
成
下
候
儀
懈
怠
仕

候
、
折
節
亡
父
幼
年
之
時
祖
父
又
六
病
死
仕
候
ニ
付
、
勝
手
向
衰
微
仕
、
自
力
ニ

而
修
覆
等
難
成
、
益
々
及
大
破
漏
朽
候
趣
申
上
候
得
者
、
勝
手
次
第
た
ゝ
み
取
置

候
様
被
為
仰
付
候
ニ
付
、
無
是
非
御
座
之
間
并
壱
間
ニ
拾
壱
間
之
板
庇
等
た
ゝ
み

置
申
候
由 

一
、
寛
文
十
二
子
、
御
検
地
帳
外
書
ニ
弐
反
歩
御
茶
屋
床
ニ
引
と
有
之
、
内
壱
反
五

畝
歩
其
後
上
り
地
ニ
相
成
、
残
五
畝
歩
先
規
之
通
御
褒
美
被
下
与
、
延
宝
四
辰
之

御
下
札
ニ
御
座
候 

一
、
四
十
二
年
以
前
卯
夏
之
火
災
ニ
、
御
証
文
・
御
拝
領
物
不
残
焼
失
仕
、
只
二
畳

無
御
畳
や
け
そ
づ

（
マ
マ
）

れ
残
り
居
申
候
、
是
計
今
所
持
仕
候
、
右
火
難
ニ
付
先
規
之
趣

を
以
普
請
材
木
等
奉
願
候
処
御
免
被
為
仰
付
、
東
津
田
村
石
屋
御
山
・
西
尾
新
御

山
御
両
所
よ
り
御
材
木
戴
之
、
家
普
請
仕
候
御
国
恩
之
程
奉
恐
入
候 

右
之
通
先
祖
又
六
よ
り
引
続
今
以
御
参
勤
御
帰
城
之
節
者
、
門
前
ニ
お
ゐ
て
御
目
見

仕
候
、
難
有
仕
合
冥
加
至
極
奉
存
候
、
此
度
家
筋
之
儀
書
出
候
様
被
仰
付
如
此
御
座

候
、
以
上 

 
 
 
 

 

申

宝
暦
十
四
年

二
月 

 
 
 
 

 
 
 
 

又

東
津
田
村

六 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
以
上 

 
 

 
 

 

明
治
五
壬
申
六
月
七
日 

 
 

 

又

東
津
田
村

六 

右
を
意
訳
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。 

① 

田
中
家
で
は
数
度
の
火
災
で
証
書
は
な
い
が
、
伝
え
聞
く
話
は
あ
る
と
し
、「
此
度

御
改
革
」
ま
で
、
殿
様
が
代
々
参
勤
交
代
の
折
、
松
江
城
へ
帰
城
の
時
、
郡
奉
行
様

か
ら
差
紙
で
連
絡
を
う
け
て
、
又
六
家
の
居
宅
門
前
で
御
目
見
し
た
。 

② 

田
中
家
の
先
祖
は
、元
能
義
郡
富
田
郷
の
百
姓
で
、「
堀
尾
山
城
守
」の
意
に
叶
い
、

富
田
か
ら
松
江
へ
城
と
城
下
を
移
転
さ
せ
る
際
、
城
地
の
見
立
て
の
た
め
に
又
六
が

召
連
れ
ら
れ
て
、
土
地
の
様
子
い
ろ
い
ろ
と
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
又
六
は
松
江
城

が
完
成
す
る
ま
で
、「
諸
御
用
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
無
事
に
勤
め
を
果
た
し
た
。 

③ 

松
江
城
が
無
事
に
終
了
す
る
と
、
城
下
近
隣
の
津
田
村
に
住
む
よ
う
命
令
が
あ
り
、

望
み
次
第
で
原
っ
ぱ
や
空
き
地
を
下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
又
六
は
富
田
か

ら
移
る
こ
と
と
し
、
居
宅
の
屋
敷
や
免
税
地
を
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
松
江
城
を
建
て

る
際
の
余
材
で
、
藩
（
御
上
）
が
又
六
が
住
む
居
宅
を
普
請
し
、
屋
敷
に
竹
木
な
ど

を
植
え
た
。
さ
ら
に
証
文
・
袴
・
時
服
な
ど
を
拝
領
し
た
。
殿
様
の
参
勤
交
代
の
際

に
は
、
又
六
居
宅
門
前
で
御
目
見
を
命
ぜ
ら
れ
、
心
ば
か
り
の
「
水
茶
屋
」
に
て
も

て
な
し
た
。
あ
る
時
に
は
、
鷹
狩
や
馬
駆
け
で
殿
様
が
遠
出
さ
れ
る
際
に
も
、
毎
度

お
出
で
に
な
り
、
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た
。 

④ 

松
平
直
政
が
松
江
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
参
勤
交
代

や
遠
出
の
鷹
狩
や
馬
駆
け
で
は
、
毎
度
立
ち
寄
り
懇
意
に
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

裃
や
時
服
を
拝
領
し
た
。 

⑤ 

旧
記
執
筆
当
時
の
藩
主
第
六
代
松
平
宗
衍
も
、
又
六
宅
へ
立
ち
寄
ら
れ
、
腰
を
掛

け
ら
れ
た
。
居
宅
に
あ
る
「
御
座
の
間
」「
御
鷹
部
屋
」
は
歴
代
の
殿
様
か
ら
修
復
を

命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
御
隠
居
様
」
が
修
復
を
命
ぜ
ら
れ
た
に
も
拘

ら
ず
懈
怠
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
亡
父
が
幼
年
の
時
に
祖
父
が
病
死
し
た
た
め
、
家
計

が
苦
し
く
な
り
、
自
力
で
修
復
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
大
破
し
朽
ち
果
て
た
と
、

藩
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
藩
か
ら
は
好
き
な
よ
う
に
す
る
よ
う
と
の
こ
と
な
の
で
、
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仕
方
な
く
座
敷
の
上
の
間
と
一
間
に
十
一
間
の
板
庇
等
を
た
た
ん
で
置
い
た
。 

⑥ 

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
・
二
代
綱
隆
期
）
の
検
地
帳
の
外
書
に
、
二
反
歩
は
御

茶
屋
床
に
引
く
と
記
載
が
あ
る
が
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
藩
か
ら
下
さ
れ
た

一
札
に
は
、
そ
の
う
ち
一
反
五
畝
歩
は
上
り
地
と
し
て
藩
に
戻
り
、
残
り
五
畝
歩
が

従
来
の
通
り
褒
美
と
し
て
下
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。 

⑦ 

四
十
二
年
前
（
享
保
八
年
〔
一
七
二
三
〕）
の
夏
の
火
災
で
証
文
・
拝
領
物
は
残
ら

ず
焼
失
し
、
焼
け
残
っ
た
二
畳
の
畳
の
み
所
持
し
て
い
る
。
こ
の
火
災
で
、
従
来
通

り
普
請
の
た
め
の
材
木
を
切
る
こ
と
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
許
さ
れ
、
東
津
田
村
の
石

屋
山
と
西
尾
新
山
の
二
か
所
か
ら
材
木
を
拝
領
し
て
家
の
普
請
を
行
っ
た
。 

⑧ 

こ
の
様
に
先
祖
の
又
六
か
ら
今
に
至
る
ま
で
参
勤
交
代
の
折
に
は
、
居
宅
門
前
で

お
目
見
を
し
て
い
る
。
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。
こ
の
度
の
家
筋
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
以
上
の
通
り
で
す
。 

 

ま
ず
語
句
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
①
の
「
此
度
御
改
革
」
は
、
延
享
四
年
（
一
七

四
七
）
か
ら
始
ま
っ
た
六
代
藩
主
松
平
宗
衍
に
よ
る
藩
政
改
革
で
あ
る
御
趣
向
の
改
革
（
延

享
の
改
革
）
を
指
す
。
藩
政
改
革
を
持
ち
出
す
記
載
か
ら
、
改
革
の
一
環
と
し
て
田
中
家

に
も
家
の
由
緒
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
の
が
②
以
下
の
内
容
を
記
す
「
旧
記
」
で
あ
っ
た
。

次
に
②
の
「
堀
尾
山
城
守
」
は
堀
尾
吉
晴
の
孫
忠
晴
の
官
途
で
あ
る
が
、
吉
晴
の
誤
記
で

あ
ろ
う
。
又
六
は
、
城
地
選
定
に
松
江
地
域
を
案
内
し
、
か
つ
諸
用
を
命
じ
ら
れ
、
無
事

に
勤
め
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
⑤
の
「
御
隠
居
様
」
は
、
六
代
松
平
宗
衍

以
前
の
藩
主
の
う
ち
四
、
五
代
藩
主
は
隠
居
せ
ず
没
し
た
こ
と
か
ら
、
三
代
綱
近
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
綱
近
の
隠
居
は
、
宝
永
元
年
か
ら
死
去
の
同
六
年
（
一
七
〇
四
～
〇
九
）

ま
で
の
間
で
、
こ
の
間
に
綱
近
か
ら
修
復
の
命
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
能
義
郡
富
田
郷
出
身
の
又
六
が
、
新
た
な
城
地
選
定

の
た
め
の
土
地
案
内
を
務
め
、
松
江
城
築
城
の
た
め
の
諸
御
用
を
無
事
に
勤
め
上
げ
、
藩

主
の
命
で
津
田
に
移
り
住
ん
だ
点
で
あ
る
。
土
地
案
内
が
で
き
程
、
こ
の
地
域
を
熟
知
し

た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
又
六
は
、
堀
尾
氏
か
ら
の
諸
御
用
を
勤
め
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
財
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
次
に
松
江
城
築
城
時
の
余
材
で
建
て
、

「
御
座
の
間
」「
御
鷹
部
屋
」
を
持
つ
居
宅
は
、
享
保
八
年
〔
一
七
二
三
〕
の
火
災
ま
で
あ

り
、
建
て
替
え
の
際
の
材
木
も
藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
家
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
又
六
の
居

宅
に
は
、
歴
代
の
藩
主
が
鷹
狩
や
馬
駆
け
の
際
に
度
々
立
ち
寄
っ
て
腰
を
休
め
る
場
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
殿
様
の
参
勤
交
代
に
お
い
て
も
居
宅
門
前
で
お
目
見
が
許
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
堀
尾
氏
だ
け
で
な
く
歴
代
の
殿
様
か
ら
寵
愛
を
受
け
た
の
が
又
六
だ
っ
た
。 

 

三 

百
姓
田
中
又
六
の
御
目
見 

 

 

「
田
中
又
六
家
文
書
」
に
は
、
郡
奉
行
か
ら
御
目
見
を
命
じ
る
手
紙
が
多
く
現
存
す
る
。

順
を
追
っ
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
な
手
順
と
な
る
。 

 

津
田
村
又
六
儀
、
来
ル
十
二
日 

御
帰
城
之
節
、
前
格
之
通
、
罷
出
御
目
見
仕
候
様
、 

可
有
申
渡
候
、
以
上
、 

 
 
 
 

六
月
六
日 

 
 
 

 
 
 
 

 

小
泉
所
右
衛
門
（
花
押
） 

 
 
 
 

 

下
郡
勘
兵
衛
殿
（
黒
印
） 

 
 
 
 

 

与
頭
丈
五
郎
殿 

 
 

追
加
、
津
田
村
又
六
与
書
付
認
致
懐
中
、
御
簾
時
中
御
尋
有
之
候
ハ
ヽ
と
宜
候
様
、 

可
有
申
聞
置
候
、
以
上 

 

藩
か
ら
は
意
宇
郡
の
郡
奉
行
か
ら
下
郡
・
与
頭
へ
、
殿
様
帰
国
の
折
、
以
前
か
ら
の
と

お
り
津
田
村
の
又
六
が
御
目
見
を
す
る
通
達
が
く
る
。
田
中
又
六
家
に
こ
の
文
書
が
残
る

こ
と
か
ら
、
下
郡
は
自
ら
の
名
の
下
に
黒
印
を
捺
し
て
証
し
、
そ
の
上
で
又
六
家
へ
届
け

ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 
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松
江
開
府
の
立
役
者 

津
田
の
田
中
又
六
（
西
島
） 

ま
た
、
直
接
、
郡
奉
行
か
ら
の
知
ら
せ
も
あ
り
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
多
く
田
中
家
に

残
っ
て
い
る
。 

 

殿
様
先
月
廿
三
日
江
戸
表
被
遊
御
発
駕
、
来
ル
十
七
日
御
城
着
被
為
遊
旨
候
条
、 

其
方
儀
格
合
之
通
、
居
宅
門
前
ニ
お
ゐ
て
御
目
見
可
仕
候
、
以
上 

 
 

 

五
月
九
日 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

青
木
甚
左
衛
門
（
花
押
） 

 
 
 
 

 

東
津
田
村 

又
六 

 
 

追
加
例
之
通
手
札
被
懐
中
可
罷
出
候
、
以
上 

事
前
に
殿
様
が
訪
れ
る
日
が
又
六
に
知
ら
さ
れ
、
家
格
に
見
合
っ
た
居
宅
の
門
前
で
の

御
目
見
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
追
っ
て
書
き
で
通
例
の
通
り
手
札
を
懐
中
に
入
れ
て
御
目

見
に
臨
む
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。 

御
目
見
の
通
知
を
又
六
が
承
諾
す
る
場
合
は
、
意
宇
郡
の
取
次
四
人
に
宛
て
て
承
諾
の

返
事
が
認
め
ら
れ
た
。
左
は
端
裏
書
か
ら
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
五
月
の
八
代
藩
主

松
平
斉
恒
の
初
入
国
の
折
の
返
事
で
、
書
き
止
め
文
言
が
「
恐
惶
謹
言
」
を
使
い
、
最
上

級
の
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
追
っ
て
書
き
で
は
、
手
札
を
持
参
す
る
こ
と
を
伝
え
る

と
共
に
、
意
宇
郡
の
取
次
四
人
へ
は
直
接
、
又
六
が
参
上
し
て
礼
を
述
べ
る
と
も
述
べ
て

い
る
。 

 
 

「
文
化
丁

（
端
裏
書
）

卯
五
月
廿
七
日
、
御
入
部
之
刻
、
津
田
又
六
返
事
」 

 
 

殿
様
来
ル
廿
七
日 

御
入
部
被
為
遊
候
ニ
付
、
格
合
之
通
、
私
居
宅
門
前
ニ
お
ゐ

て 

御
目
見
可
仕
旨
、
御
紙
上
之
趣
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
御
請
申
上
度
、

如
此
御
座
候
、
乍
憚
宜
敷
被
仰
上
被
下
候
様
、
存
願
上
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
 

 
 

五
月
十
七
日 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

又

東
津
田
村

六 

 
 

 

中
尾
信
四
郎
様 

 
 

 

山
本
喜
惣
様 

 
 

 

西
村
徳
次
様 

 
 
 

並
河
幸
助
様 

 
 

例
之
通
、
手
札
御
懐
中
可
罷
出
旨
、
是
亦
奉
承
知
候
、
此
間
之
内
参
上
仕
、
万
々 

御
礼
申
上
度
奉
存
候
、
以
上
、 

 

ま
た
、
又
六
が
出
ら
れ
な
い
場
合
、
又
六
か
ら
断
り
の
手
紙
が
意
宇
郡
の
取
次
四
人
へ

宛
て
て
認
め
ら
れ
た
。
左
の
文
書
の
場
合
、「
近
頃
病
気
で
引
き
籠
っ
て
い
る
た
め
」
と
の

理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
別
の
案
文
（
五
月
十
一
日
付
小
瀧
固
右
衛
門
宛
他
又
六
書
状
）

に
は
、
御
目
見
で
き
な
い
理
由
と
し
て
又
六
自
身
に
「
痛
所
」
が
あ
る
と
一
旦
書
い
た
う

え
で
、
付
箋
に
て
「
病
気
」
と
文
字
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

 
 

一
筆
啓
上
仕
候
、
来
月
四
日
御
帰
城
被
為
遊
旨
ニ
付
、
格
合
之
通
、
於
居
宅
門
前
御 

 
目
見
可
仕
旨
御
紙
上
之
趣
、
難
有
仕
入
候
、
奉
得
其
意
候
、
然
ル
所
私
儀
近
来
病
気

ニ
て
引
籠
罷
在
候
ニ
付
、
御
目
見
ニ
参
上
不
仕
候
之
間
、
乍
恐
宜
敷
被
仰
上
被
下
候

様
、
奉
頼
上
候
、
右
御
受
申
上
度
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
「道程記」記載の又六居宅（中央上部）と津田街道（手前） 
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今も津田街道沿いに残る、殿様を出迎えた門前のエノキ。エノ

キの奥に田中家がみえる。 

松江市東津田。2010 年 8 月 西島太郎撮影 

 

 
 

 
 

九
月
廿
六
日 

 

（
花
押

東
津
田
村 

又
六

） 

 
 

 

西
村
徳
次
様 

 
 

 
松
浦
右
蔵
様 

 
 

 

渡
部
理
平
様 

 
 

 

倉
橋
固
八
様 

 

又
六
が
御
目
見
を
断
る
理
由
を
文
面
通
り
病
気
だ
と
」
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
松
江
藩
の
儒
者
、
桃
節
山
（
一
八
三
二
―

七
五
）
が
著
し
、
松
平
家
初
代
の
藩
主
松
平
直
政
の
事
蹟
を
記
し
た
「
慶
応
丁
卯
中
冬
」

（
慶
応
三
年
・
一
八
六
七
）

の

識
語
を
持
つ
『
藩
祖
御
事
蹟
』（
１
）

に
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
載
せ
る
。 

 

津
田
村
ニ
又
六
ト
イ
フ
相
応
ノ
身
上
ノ
農
民
ア
リ 

此
子
孫
今
ニ
東
津
田
ニ
ア
リ
テ
田
中
又
六
ト

イ
フ
、
モ
ト
堀
尾
家
冨
田
ヨ
リ
城
ヲ
松
江
ニ 

移
サ
レ
シ
時
ニ
従
ヒ
来
リ
、
城
普
請
ノ
用
向
ヲ
モ
勤
メ
ケ
ル
故
ニ

堀
尾
家
ヨ
リ
居
屋
敷
ヲ
賜
ハ
リ
テ
此
地
ニ
住
セ
ル
者
ノ
由
ナ
リ 
、
公
御
出
郷
ノ
時
、
毎
々
御
腰
懸
サ 

セ
ラ
レ
シ
カ
面
倒
ナ
リ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
其
後
御
立
寄
ノ
時
ニ
留
守
ヲ
ツ
カ
ヒ
、
又

六
ハ
芋
ノ
草
ヲ
取
リ
ニ
出
テ
内
ニ
居
リ
申
サ
ヽ
ル
由
申
上
ケ
リ
、
此
ノ
如
キ
コ
ト

度
々
ニ
及
ヒ
ケ
レ
ハ
、
公
大
ニ
笑
ハ
セ
ラ
レ
、
又
六
カ
芋
ノ
草
テ
根

（
マ
マ
）

ガ
抜
ケ
ヌ
ト
御

意
ア
リ
テ
去
リ
給
ヒ
ヌ
、
因
テ
今
ニ
モ
津
田
村
の
俚
言
ニ
物
ノ
埒
ノ
明
カ
ヌ
事
ヲ
又

六
カ
芋
ノ
草
テ
根

（
マ
マ
）

カ
抜
ケ
ヌ
ト
申
シ
習
ハ
セ
リ 

此
事
、
上
川
俊

彦
ヨ

リ

承
ル 

、 

 

殿
様
が
立
ち
寄
る
の
を
面
倒
に
思
っ
た
又
六
が
、
芋
の
草
取
り
に
出
か
け
て
い
る
と
居

留
守
を
使
い
避
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
度
々
な
の
で
、
殿
様
も
悟
っ
て
「
又
六
は

芋
の
草
の
根
が
抜
け
な
い
の
だ(

意
訳)

」
と
そ
の
場
を
去
っ
た
と
い
う
。
「
又
六
カ
芋
ノ

草
テ
根

（
マ
マ
）

カ
抜
ケ
ヌ
」
と
埒
が
明
か
な
い
時
の
俚
言
に
な
る
ほ
ど
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
事

が
わ
か
る
。 

 

参
勤
交
代
時
、
又
六
が
殿
様
と
御
目
見
を
果
た
し
た
居
宅
門
前
は
、
津
田
街
道
に
面
し

た
一
角
で
あ
る
。
殿
様
が
帰
国
の
際
、
出
雲
国
境
か
ら
松
江
城
ま
で
の
道
筋
を
描
い
た
「
道

程
記
」
に
は
、
道
幅
が
北
に
張
り
出
し
、
小
休
止
で
き
る
空
間
を
描
く
。
現
在
も
こ
の
場

所
は
田
中
家
所
有
の
土
地
で
、
丁
度
そ
の
場
所
に
大
き
な
エ
ノ
キ
の
木
が
あ
る
。
田
中
家

で
は
、
居
宅
門
前
の
エ
ノ
キ
の
あ
る
こ
の
場
所
で
殿
様
を
迎
え
、
御
目
見
し
た
場
所
と
伝

え
て
い
る
。
御
目
見
の
「
居
宅
門
前
」
は
、
街
道
沿
い
で
又
六
家
門
前
と
い
う
地
理
的
に

も
こ
の
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
、
又
六
に
と
っ
て
御
目
見
か
か
る
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。
幸
い
に 

藩
主
松
平
治
郷
が
松
江
か
ら
江
戸
へ
と
発
っ
た
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
二
月
二
十
四
日

付
「
御
参
勤
御
目
見
御
礼
前
勤
覚
」
が
あ
る
の
で
検
討
す
る
。
こ
の
帳
簿
か
ら
は
「
御
目

見
前
」
と
「
御
目
見
後
」
に
「
御
礼
廻
勤
」
を
又
六
は
行
っ
て
い
る
。 

「
御
目
見
前
」
と
し
て
御
目
見
の
二
日
前
の
二
十
二
日
、「
暮
九
」
と
あ
る
の
で
深
夜
零
時

に
郡
奉
行
当
方
受
口
の
伊
藤
其
右
衛
門
に
酒
二
升
と
「
番
白
（
餅
か
）
」五
つ
を
持
参
し
た
。

さ
ら
に
「
御
長
屋
郡
足
軽
」
の
四
人
小
瀧
固
右
衛
門
、
松
井
為
九
郎
、
高
橋
順
助
、
奈
良

円
助
の
う
ち
小
瀧
は
受
口
元
〆
と
し
て
勤
め
を
宥
さ
れ
た
た
め
、
他
の
松
井
に
五
匁
、
高
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橋
に
四
匁
、
奈
良
に
三
匁
が
又
六
か
ら
渡
さ
れ
た
。 

 
翌
二
十
三
日
朝
に
は
「
神
門
（
郡
）
方
」
の
杉
山
安
左
衛
門
に
酒
二
升
と
餅
二
つ
渡
さ

れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
下
の
「
御
長
屋
郡
足
軽
」
の
四
人
岡
良
蔵
、
室
田
兼
八
、
岡
惣
助
、

松
浦
弥
三
五
郎
の
う
ち
岡
は
神
門
方
元
〆
と
し
て
勤
め
を
宥
さ
れ
た
た
め
、
他
の
室
田
に

三
匁
、
岡
に
二
匁
、
松
浦
に
二
匁
が
又
六
か
ら
渡
さ
れ
た
。 

 

こ
の
日
の
夜
（
帳
簿
に
は
「
廿
二
日
」
と
あ
る
が
、
記
載
順
か
ら
誤
記
と
判
断
さ
れ
る
）

に
は
、「
北
四
郡
」
の
長
谷
川
良
左
衛
門
に
酒
樽
二
升
と
餅
二
つ
が
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ

の
下
の
「
御
長
屋
郡
足
軽
」
の
四
人
中
尾
信
四
郎
、
山
本
喜
惣
、
西
村
徳
次
、
並
河
幸
助

の
う
ち
中
尾
は
北
方
元
〆
と
し
て
勤
め
を
宥
さ
れ
た
た
め
、
他
の
山
本
に
三
匁
、
西
村
に

二
匁
、
並
河
に
二
匁
が
又
六
か
ら
渡
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
日
に
は
別
に
、
受
口
元
〆
の
小
瀧
に
三
匁
と
切
手
、
神
門
方
元
〆
の
室
田

に
三
匁
と
餅
、
北
方
元
〆
の
中
尾
に
三
匁
と
餅
が
又
六
か
ら
渡
さ
れ
た
。 

 

帳
簿
で
は
こ
の
他
、
鈴
木
順
平
に
餅
を
渡
し
た
記
載
が
あ
り
、
合
計
金
額
を
記
す
。
札

三
六
匁
、「
番
白
」
の
代
金
七
二
〇
文
、
餅
一
斗
六
升
の
代
一
匁
二
八
〇
文
、
肴
一
折
分
の

代
金
酸
〇
〇
文
、
切
手
二
升
の
代
金
二
四
〇
文
か
か
り
、
合
計
六
匁
一
四
〇
文
か
か
っ
て

い
る
。 

 

次
に
「
御
目
見
後
」
の
「
御
礼
廻
勤
」
で
あ
る
が
、
御
目
見
当
日
の
二
十
四
日
に
は
、

「
御
仕
置
」
の
柳
田
四
郎
兵
衛
、
朝
日
丹
波
、
塩
見
小
兵
衛
、
黒
川
左
膳
、
三
谷
権
太
夫

に
「
手
札
」
を
渡
す
予
定
で
名
前
を
記
載
し
た
が
、
実
際
に
は
「
〇
」
印
の
あ
る
柳
田
、

朝
日
、
塩
見
に
渡
さ
れ
た
。「
手
札
」
と
は
礼
状
と
考
え
ら
れ
え
る
。
さ
ら
に
「
御
添
役
」

六
人
の
う
ち
三
人
に
、「
御
用
人
」
八
人
の
う
ち
二
人
に
手
札
が
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
先
の

伊
藤
、
杉
山
、
長
谷
川
に
も
同
様
に
手
札
が
渡
さ
れ
た
。 

 

こ
の
帳
簿
を
み
る
と
、
御
目
見
を
す
る
前
に
郡
奉
行
な
ど
取
次
を
行
っ
た
人
た
ち
へ
礼 

が
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に
会
っ
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
て
い
る
。
百
姓

と
し
て
津
田
に
住
ん
だ
田
中
又
六
に
と
っ
て
、
隔
年
で
行
わ
れ
る
参
勤
交
代
で
の
礼
銭
六

匁
一
四
〇
文
は
そ
れ
な
り
の
負
担
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
病
気
を
理

由
に
し
て
御
目
見
を
辞
退
す
る
こ
と
や
、
芋
の
草
取
り
と
い
っ
て
御
目
見
し
な
い
こ
と
が

度
々
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
田
中
又
六
家
に
と
っ
て
の
経
済
的
負
担
の
大
き
さ
が
、

御
目
見
辞
退
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

田
中
家
に
は
、
又
六
が
認
め
た
手
紙
や
礼
物
進
上
の
際
の
雛
形
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

左
に
挙
げ
て
お
く
。 

一
筆
啓
上
仕
候
、
来
ル
何
日 

御
帰
城
被
為
遊
旨
ニ
付
、
格
合
之
通
、
於
居
宅
門
前 

ニ 

御
目
見
可
仕
旨
、
御
紙
上
之
趣
難
有
仕
合
奉
得
其
意
候
、
然
所
私
儀
近
年
病
気

ニ
て
引
籠
罷
在
候
ニ
付
、
御
目
見
ニ
参
上
不
仕
候
間
、
乍
恐
宜
敷
被
仰
上
被
下
候
様
、

奉
願
上
候
、
右
御
受
申
上
度
、
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
 
 
 

 

月
日 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

又

東
津
田
村

六 

書
判 

 
 
 
 

 

郡
方
衆
四
人
当
方 

右 

御
見
不
仕
候
節
、
返
書
如
此
御
紙
上
持
参
い
た
し
飛
脚
へ
合
銀
札
一
分
進
之
来 

ル
、 

 
 
 

御
目
見
仕
之
節
進
物 

一
、
餅
木
三
升 

 

御
奉
行
様 

 
 
 

又
ハ
手
造
所
酒
弐
升
を
示
給 

一
、 

郡
方
衆
四
人
へ
遣
候
御
事 

 
 
 
 

 
 
 

但
わ
包
ニ
〆
左
之
通
左
宛
へ
名
前
、
印
を
仕
出
御
事
、 

 
 
 
 

包
物
ニ 

 
 

御
祝
儀

熨
斗

 
 

 
 
 

又

東
津
田
村

六 

 
 
 
 

 
何
之
何
衛
門
様 

 
 
 
 

右
郡
方
衆
之
包
物
書
付
如
之
、 
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又
六
が
病
気
な
ど
で
御
目
見
を
辞
退
し
た
際
に
は
、
辞
退
の
返
書
と
と
も
に
飛
脚
に
銀

札
一
分
を
持
た
せ
た
こ
と
や
、
御
目
見
の
場
合
に
奉
行
や
郡
方
衆
へ
の
進
物
を
、
熨
斗
付

き
の
「
御
祝
儀
」
と
し
て
包
ん
で
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

四 

山
陰
地
方
の
方
言 

酒
屋
又
六 

 

築
城
時
、
な
ぜ
堀
尾
吉
晴
は
又
六
を
重
宝
し
、
彼
に
諸
用
を
申
し
付
け
た
の
か
。
こ
の

問
い
を
解
く
鍵
が
、
酒
と
又
六
の
関
係
に
あ
る
。
山
陰
地
方
で
は
、
酒
の
小
売
屋
の
こ
と

を
又
六
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
九
、
縮
刷
版
、
小
学
館
、
一
九

八
一
年
）「
又
六
」
の
項
に
、「（
一
休
和
尚
が
酔
い
臥
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
寺
の
小
僧
が
来

て
起
こ
す
と
、「
極
楽
を
い
づ
く
の
程
と
思
ひ
し
に
杉
葉
立
ち
た
る
又
六
が
門
」
と
詠
ん
で
、

三
輪
の
里
の
酒
屋
の
亭
主
に
あ
た
え
た
と
い
う
故
事
か
ら
）
酒
屋
を
い
う
。
」
と
あ
り
、「
方

言
」
と
し
て
「
酒
の
小
売
り
屋
。
鳥
取
県 

隠
岐
」
と
載
せ
る
。
鳥
取
県
と
隠
岐
を
挙
げ

る
が
、
島
根
県
の
出
雲
部
の
日
本
海
沿
岸
も
、
田
中
家
の
事
例
か
ら
含
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
と
に
か
く
「
又
六
」
は
、
山
陰
地
方
で
は
、
酒
の
小
売
屋
を
指
す
方
言
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
右
の
一
休
の
故
事
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
行
の
「
百
物
語
」（
『
近
世

文
芸
叢
書
』
六
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
）
に
詳
細
が
載
る
。 

一
休
和
上
さ
る
か
た
へ
と
き
く
ひ
に
、
御
出
あ
る
つ
ゐ
で
に
、
門
前
の
又
六
と
い
ふ

酒
屋
へ
立
よ
り
、
一
つ
二
つ
物
語
し
給
ふ
に
、
又
六
馳
走
申
、
彼
奥
殿
の
諸
白
取
出

し
、
ひ
た
じ
ゐ
に
し
ゐ
け
れ
ば
、
齋
に
ゆ
く
事
も
う
ち
わ
す
れ
、
と
ろ
り
と
ろ
り
と

ね
ぶ
り
給
へ
ば
、
又
六
思
ひ
つ
け
て
お
こ
し
申
せ
ど
も
聞
も
入
ず
、
ひ
と
り
目
さ
む

る
ま
で
ね
ぶ
り
て
目
さ
め
け
れ
ば
、
一
首 

 
 

 
 

極
楽
を
い
づ
く
の
ほ
ど
ゝ
思
ひ
し
に 

す
ぎ
葉
た
て
た
る
ま
た
六
が
か
と 

一
休
の
い
た
大
徳
寺
門
前
の
酒
屋
の
名
が
又
六
で
、
軒
先
に
酒

林

さ
か
ば
や
し

（
杉
葉
）
を
吊
る
し

た
酒
屋
だ
と
い
う
。
一
休
和
尚
の
歌
と
し
て
又
六
と
い
う
酒
屋
が
登
場
す
る
か
ら
、
江
戸

初
期
に
は
か
な
り
知
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
四
八
年
に
七
十
七
歳
の

田
中
家
当
主
又
六
が
記
し
た
「
当
家
松
江
城
築
造
以
来
ノ
記
録
」（
田
中
又
六
家
文
書
）
に

は
、「
出
雲
国
内
ハ
酒
ノ
有
ル
店
ハ
皆
又
六
屋
ノ
呼
号
ア
リ
シ
ハ
、
今
時
六
七
十
才
ノ
長
老

ハ
皆
承
得
シ
居
リ
シ
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
方
で
は
酒
屋
の
こ
と
を
「
又
六
屋
」

と
も
言
っ
た
。
山
陰
で
は
方
言
と
し
て
残
る
ほ
ど
庶
民
の
酒
屋
が
、
又
六
や
又
六
屋
と
い

う
名
称
で
、
人
々
の
間
で
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

五 

広
瀬
と
松
江
城
下
の
「
田
中
屋
」
―
―
田
中
屋
又
六
―
― 

  

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
堀
尾
氏
が
松
江
へ
城
下
を
移
す
前
、
富
田
城
の
あ
る
広
瀬
に
、

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
以
来
続
い
て
い
る
と
い
う
酒
屋
の
田
中
屋
の
存
在
で
あ
る
。 

 
 
 
 

古
来
よ
り
酒
商
売
仕
来
候
者
共
之
次
第 

 
 

一
、
天
正
年
中
よ
り
商
売
仕
候
酒
屋 

 
 
 
 

五
田
中
屋

兵
衛 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

九
面
高
屋

郎
右
衛
門 

 
 
 

「
天
正

（
貼
り
紙
）

六
丑
ノ

〔
寅
〕

年
よ
り
寛
文
迄
八
拾
四
年
ニ
当
ル
、
宝
暦
十
二
年
午
迄
百
八
拾
五 

年
ニ
成
ル
、
両
人
共
同
年
数
」 

 

こ
の
史
料
は
、
広
瀬
で
酒
屋
の
商
売
を
始
め
た
七
軒
の
履
歴
を
記
し
た
も
の
で
、
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
作
成
さ
れ
た
「
広
瀬
町
酒
場
改
帳
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
（
２
）

。

天
正
か
ら
寛
永
年
間
ま
で
に
「
田
中
屋
五
兵
衛
」「
面
高
屋
九
郎
右
衛
門
」「
井
塚
屋
五
左

衛
門
」
「
米
屋
宗
兵
衛
」
「
米
屋
治
郎
兵
衛
」「
田
中
七
郎
右
衛
門
」「
灰
吹
屋
庄
右
衛
門
」

の
七
軒
が
酒
屋
を
開
業
し
、
そ
の
最
も
古
い
二
軒
が
田
中
屋
と
面
高
屋
で
あ
っ
た
（
３
）

。
天

正
六
年
は
播
磨
上
月
城
で
籠
城
し
て
い
た
尼
子
勝
久
が
自
害
し
開
城
し
た
年
で
、
出
雲
地

域
は
毛
利
氏
配
下
に
あ
っ
た
。
富
田
城
に
は
毛
利
元
就
の
次
男
・
吉
川
元
春
が
入
っ
て
い
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田中又六家墓地にある宝篋印塔。2009 年９月撮影。 

撮影後、墓地は整理され、この宝篋印塔は現存しない。 

 

 

 

 

 

た
。
江
戸
時
代
に
ま
で
続
く
広
瀬
の
酒
屋
は
、
尼
子
氏
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の

は
な
く
、
吉
川
氏
の
時
代
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
七
軒
の
内
に
は
、
寛
永
八
年
に
開

業
し
た
「
田
中
屋
七
郎
右
衛
門
」
家
も
あ
り
、「
田
中
屋
」
の
屋
号
か
ら
暖
簾
分
け
さ
れ
た

家
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

江
戸
時
代
を
通
じ
て
広
瀬
の
町
場
に
は
田
中
屋
が
あ
り
、
田
中
屋
を
屋
号
と
す
る
分
家

も
多
く
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
寛
文
八
年
（
一
六
八
八
）
と
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
年

に
作
成
さ
れ
た
「
広
瀬
町
屋
敷
検
地
帳
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
寛
文
八
年

時
、
広
瀬
の
板
屋
町
に
「
田
中
甚
左
衛
門
」「
田
中
屋
清
七
郎
」
「
田
中
屋
七
郎
右
衛
門
」

の
屋
敷
が
あ
り
、
本
町
に
「
田
中
屋
猪
左
衛
門
」「
田
中
屋
四
郎
兵
衛
」「
田
中
屋
庄
屋
左

衛
門
」、
下
町
に
「
田
中
屋
七
郎
右
衛
門
」、
鍛
冶
町
に
「
田
中
屋
久
次
郎
」「
田
中
屋
安
兵

衛
」「
田
中
屋
弥
三
兵
衛
」、
魚
町
に
「
田
中
屋
市
兵
衛
」
の
屋
敷
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。

元
禄
二
年
時
は
、
清
水
小
路
・
下
町
・
本
町
に
「
田
中
屋
七
郎
右
衛
門
」
の
屋
敷
、
下
町

と
本
町
に
「
田
中
屋
伊
左
衛
門
」
、
本
町
に
「
田
中
屋
五
兵
衛
」
の
屋
敷
が
あ
っ
た
（
４
）

。

江
戸
時
代
末
期
、
戦
国
時
代
の
富
田
城
と
城
下
町
を
想
定
し
て
描
く
「
富
田
城
下
町
図
（
蒲

生
家
本
）」（
５
）

に
は
、
城
下
町
に
中
ほ
ど
に
「
田
中
町
人
金
持
」
と
記
す
。
後
世
の
想
像
図

と
は
い
え
、
江
戸
時
代
末
期
に
田
中
家
が
富
田
城
下
の
有
力
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。 

 

こ
の
広
瀬
の
田
中
屋
は
松
江
に
も
進
出
し
て
き
て
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
松
江
藩
の

屋
敷
方
が
作
成
し
、
町
人
地
の
屋
敷
所
持
状
況
を
記
載
し
た
「
横 よ

こ

浜 ば
ま

町
ち
ょ
う

絵
図
」（
「
横
浜
町

絵
図 

原
図
」
松
江
歴
史
館
蔵
）
に
は
、
城
下
の
横
浜
町
の
一
角
に
「
田
中
屋
又
六
借
家
」

と
注
記
が
あ
る
。
こ
の
借
家
は
表
通
り
に
面
し
、
入
口
二
間
、
奥
行
四
軒
の
借
家
が
二
軒
、

う
ち
一
軒
の
奥
に
は
借
家
も
含
め
て
二
一
間
の
空
間
地
が
あ
り
、
井
戸
一
つ
、
便
所
二
か

所
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
通
り
に
面
し
て
い
る
た
め
、
商
売
の
た
め
の
店
と
利
用
さ
れ
た
。

ま
た
二
十
一
軒
の
空
間
地
に
は
、「
田
中
屋
又
六
裏
か
し
や
」
と
し
て
、
入
口
一
間
、
奥
行

二
間
の
借
家
が
五
軒
、
入
口
一
間
半
、
奥
行
二
間
の
借
家
が
七
軒
の
計
十
二
軒
分
の
長
屋

が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
表
通
り
側
の
借
家
と
は
違
い
、
零
細
な
借
家
人
が
住
ん
だ
。
こ
れ

ら
の
借
家
の
家
主
が
田
中
屋
又
六
で
、
田
中
屋
は
松
江
城
下
に
家
を
持
つ
持
家
人
と
し
て

借
家
を
営
ん
で
い
た
。
白
潟
界
隈
は
宍
道
湖
が
大
橋
川
に
入
る
場
所
に
あ
り
、
中
世
以
来
、

豪
商
が
借
家
を
も
つ
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
。
田
中
屋
又
六
は
、
そ
の
屋
号
か
ら
広
瀬
の

田
中
屋
に
連
な
る
家
で
、
広
瀬
の
田
中
屋
か
ら
暖
簾
分
け
し
た
分
家
筋
と
考
え
ら
れ
る
。 

松
江
城
下
の
田
中
屋
又
六
と
津
田
村
の
田
中
又
六
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
又
六
は
広
瀬

出
身
な
の
で
も
と
広
瀬
の
田
中
屋
と
同
族
と
み
ら
れ
る
。
広
瀬
の
酒
屋
を
起
点
と
し
、
そ

の
後
も
酒
屋
業
を
営
ん
だ
田
中
屋
と
、
江
戸
時
代
初
頭
に
帰
農
し
た
又
六
家
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
戦
国
時
代
以
来
、
出
雲
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
た
富
田
城
下

で
、
二
十
年
以
上
も
酒
屋
業
で
財
を
築
い
た
田
中
屋
に
、
城
下
移
転
を
考
え
て
い
た
堀
尾

氏
は
目
を
付
け
、
材
木
の
調
達
な
ど
を
期
待
し
て
田
中
屋
に
案
内
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
又

六
は
田
中
屋
に
関
わ
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
広
瀬
・
松
江
に
田
中
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屋
が
存
続
し
、
又
六
が
津
田
に
帰
農
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
田
中
家
の
分
家
筋
に
あ
た

る
人
物
と
み
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
松
江
城
下
の
田
中
屋
又
六

は
、
又
六
が
酒
屋
の
小
売
業
を
指
す
一
般
名
詞
と
し
て
定
着
し
た
後
に
、
広
瀬
の
田
中
屋

の
分
家
筋
が
松
江
城
下
に
進
出
し
又
六
を
名
乗
っ
た
と
み
る
と
整
合
的
で
あ
る
。 

 

お 

わ 

り 

に 

  

田
中
又
六
家
が
た
だ
の
百
姓
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
墓
石
の
形
態
か
ら
も
い
え
る
。

又
六
居
宅
か
ら
南
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
田
中
家
墓
地
に
は
、
歴
代
の
墓
石
に
並
ん
で

ひ
と
き
わ
高
い
来
待
石
製
の
宝
篋
印
塔
が
あ
っ
た
（
写
真
）
。
高
さ
約
一
五
〇
㌢
の
宝
篋
印

塔
は
、
墓
地
内
で
も
っ
と
も
古
い
形
式
を
も
つ
。
出
雲
国
に
来
待
石
製
の
大
型
石
塔
の
出

現
が
、
堀
尾
氏
の
国
主
期
で
あ
る
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
で
、
大
型
化
は
堀
尾
氏
に
よ
り
導

入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
６
）

。
石
塔
の
大
き
さ
は
造
立
す
る
こ
と
も
含
め
、
建
立
者

の
財
力
や
地
位
に
比
例
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
田
中
家
の
先
祖
墓
で
あ
る
宝
篋
印
塔
は
、

堀
尾
氏
や
松
平
氏
の
上
級
家
臣
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
墓
石
か
ら
も
、
又
六

家
が
松
江
近
辺
の
有
力
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

松
江
開
府
の
影
の
功
労
者
が
田
中
又
六
で
あ
っ
た
。
又
六
の
土
地
案
内
な
く
し
て
松
江

の
地
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
一
族
の
酒
屋
業
で
蓄
え
た
財
力
が
な
け
れ
ば
、
松

江
城
築
城
の
諸
御
用
を
勤
め
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
松
江
城
築
城
当

時
の
同
時
代
史
料
は
、
二
〇
一
五
年
に
松
江
城
天
守
と
共
に
国
宝
と
な
っ
た
祈
祷
札
く
ら

い
し
か
な
い
。「
東
津
田
村
旧
記
」
は
、
築
城
後
一
五
〇
年
を
経
て
作
成
さ
れ
た
又
六
家
の

由
緒
で
あ
る
が
、
捨
て
去
る
訳
に
は
行
か
な
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
広
瀬
の
酒
屋
業
を

営
む
田
中
屋
や
、
墓
石
、
殿
様
へ
の
御
目
見
を
命
ず
る
手
紙
な
ど
の
傍
証
史
料
が
そ
の
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）『
藩
祖
御
事
蹟
』
付
録
下
（
活
版
製
本 

雲
州
松
江
末
次
魚
町
辰
巳
屋
忠
左
衛
門
）。
別
に
『
同
』

上
に
は
、
田
中
又
六
に
つ
い
て
「
斯
ク
テ
御
参
府
御
帰
国
ノ
時
、
津
田
村
ノ
又
六
ト
イ
フ
者

カ
家
ノ
前
ニ
テ
、
御
目
見
ス
ル
事
ト
ナ
ル 

又
六
カ
家
ハ
今
ニ
東
津
田
村
ニ
ア
リ
、
又

六
カ
事
蹟
、
付
録
ノ
下
巻
ニ
載
セ
タ
リ
、 

」
と
載
せ

る
。 

（
２
）
安
来
市
所
蔵
「
秦
家
文
書
」（『
安
来
市
史
料
調
査
報
告
』
安
来
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九 

年
）。 

（
３
）
こ
の
面
高
屋
は
、
そ
の
屋
号
か
ら
江
戸
時
代
、
松
江
の
御
用
菓
子
司
と
な
る
面
高
屋
と
の
つ 

な
が
り
が
想
定
さ
れ
る
。 

（
４
）
以
上
、「
寛
文
八
年
広
瀬
町
屋
敷
検
地
帳
」「
元
禄
二
年
広
瀬
町
屋
敷
検
地
帳
」（
前
掲
『
安 

来
市
史
料
調
査
報
告
』
収
載
）。 

（
５
）『
山
陰
の
鎌
倉 

出
雲
広
瀬
』
（
音
羽
融
編
、
岩
倉
寺
刊
、
一
九
八
八
年
）。 

（
６
）
松
江
石
造
物
研
究
会
「
来
待
石
製
大
型
石
塔
の
出
現
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」（『
来
待
ス
ト
ー 

ン
研
究
』
七
、
二
〇
〇
六
年
）。
岡
崎
雄
二
郎
・
西
尾
克
己
・
稲
田
信
・
木
下
誠
・
樋
口
英 

行
「
近
世
来
待
石
製
石
塔
出
現
の
一
起
源
」（『
松
江
歴
史
館
研
究
紀
要
』
六
、
二
〇
一
八
年
） 

（
に
し
じ
ま 

た
ろ
う 

松
江
歴
史
館
学
芸
係
主
幹
〔
学
芸
員
〕） 
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